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優しさのなかに一筋の強さを 

NPO 法人相続アドバイザー協議会が主催している「相続アドバイ

ザー養成講座」があります。相続をあらゆる分野から網羅したもの

で、１講座２時間で２０講座（現在は１８講座）あります。その第

１講座の講師を２０年間つとめました。  

受講者は受講料を払い時間を使って講義を受けにきています。第

１講座の出来がよければ、申し込んでよかったと思うでしょう。  

もし出来が悪ければ、こんなレベルかと裏切られた思いを感じ学

習意欲が下ります。第１講座の講師はそれなりの責任があり、プレ

ッシャーもかかります。まして当時は、協議会副理事長の要職につ

いており、色々な意味で試されます。  

土地家屋調査士で行政書士の中田隆之さんがいます。平成２０年

４月に養成講座を受講されました。その時のことをコラムに書いて

います。一部を紹介したいと思います。  

『相続アドバイザー養成講座第１講座のことは今でも鮮明に覚えて

います。その時の第１印象は、なにやら人の良さそうな「おっちゃ

ん」が出てきたなあ～。（そのときの素直な感想です。すいません…。）

第１回目の講座だし初歩的な話をするのかな～？  そんな軽い気持

ちでした。しかし、「人格の伴わない資格者は人を不幸にする。そう

いう人は仕事をするべきではないね……。」  
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弁護士や税理士、司法書士といった世間では「先生、先生」とよ

ばれている方々を前に、笑顔で言い放ったひと言は衝撃でした。  

まさに、私自身の悶々としたジレンマを言い当てられたような思

いでした。』  野口賢次著「譲る心と感謝の気持」より抜粋。  

彼は「このひと言」で大事なことに気付きました。正しく進めば

おのずと道は開けてきます。今では神奈川の測量会社ではトップク

ラスへと成長しました。他に相続サポートセンターや、地方都市と

組んで空き家の再生なども手掛けています。まだ５３才で「伸びし

ろ」もあり先が楽しみです。  

人間には性質と性格があります。性質は持って生まれた気質です。

変えることはできません。性格は感性と意志の傾向であり、努力次

第で変えることができます。クラス会で久々に会った同級生の誰も

が卒業当時のままである。これも変わることができない証です。  

人は「優しい人」と「強い人」がいます。これは持って生まれた

ものです。優しさがベースにある人は、優しさのなかに一滴の強さ

を持つこと、強さがベースにある人は、強さのなかに一滴の優しさ

を持つこと、この一滴はコーヒーに入るミルクと同じです。  

「優しさと強さ」「強さと優しさ」これを合わせ持つことで魅力が

出てきます。魅力のない人間に相手は心を開いてくれません。  

私のベースは優しさです。が、優しいだけではただの人の良い「お

っちゃん」です。相続の仕事などできません。魅力ある人間である

がためにも、自分の持っている一滴の強さを磨いてまいります。  


